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P ｝486　　　 更年期 の うっ 病 に 対す る ホルモ ン

補充療法 の 有用性につ い て

ポ ス ター ］i産 婦 誌51巻臨li昶 身田

P − 487　　卵 巣癌 術 後 化 学療 法 、及 び 更年期障

害 の 治療に お け る Korean 　red 　ginseng の 有 用

性 に つ い て の 検 討
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　 旧 的：う つ 病 は、男 性 の 2倍と女性 に多 く、

20 −30人 に 一
人 が 発症 し．精神疾患 の なかで も高 い

頻度 で 認め られ 決して 稀 な 疾患 で はな い ．ホル モ

ン補充療法 は更年期 の 精神症状 の 改善に も有効で

ある こ とか ら，吏年期 の うっ 病 婦人に対す る 効果

を検討 した． ［方法
1
対象は，DSM −iv診断 で 大 う

つ 病 と 診断 された外来通院 ul能 な 思者8名平均年齢

51歳 （MD 群） と．対 照 と して 更 年 期 1箪害婦 人26

名平均年齢5玉歳 （CD 群） の 33名．こ れ ら婦人 に 対

し．連続 投 与に よ る 1．IRT ・ERT を 施行 し，うつ 病

に 対 す る 効果 を 検 討 し た．エ ス トロ ゲ ン は CEE

O．625mg ／凵，プ ロ ゲ ス ト
ー

ゲ ン はMPA 　2．5mg ／

日 を用 い た ．効 果判定 は 、両群に 対 し 自己 評価 式

抑うつ 性 尺度（SDS ）・史年期指数（M 工）の 検査用紙 を

配付 し、得 られた結 果よ り投与龍 と投与後 12週 を

比較 し た、、 ［成績 i1） CD 群で ，年齢，モ
ーズ レ

イ性絡検査．SDS ．　 FSH ．　 estradtc ）1な どの 背景 因

争で 差 の 見 られな い 、1．IRT群 ユ2名 ・ERT 群14名で

の，　投与前、　12週徭との M1，　SDS ．　F
’SI−1，　estradiol

の 比較 で は両群 間で 差 は認 められなか っ た ．2 ）

Il〕ぐ1
’・ERT 前

』
の MD 　VIV，の 、　 MI （22．5 ⊥ 10SD ）・

SDS 　（49 ，2　1．7，5）1・
’k ，　〔

’
D 茸洋 O）），1［（12　ヒ9）　・

SDS （43 ，4 オ
．8．3）よ 1り高値で あっ た、，12週後に は ，

MD 群 で は ．　 MI （／0．3 ＝ 2，5）・SDS （40．9．L　11．9），

CD 群で は 、　 M工（6．6 ．・．6．7）・SDS （40 ．｛｝＝ to．8）と

共 に 有意 に低
．
ドし（p ＜ 0，〔）5），低下率 に は差は認め

られなか っ た．　 ［糸1論 ］ HRT ・ERT の 連 続投与 で

は，MD 群CD 群 と も にMI 、　 SDS の 低下が認め られ，

外来通 院可能な 1隆症例 の う つ 病 に は ホ ル モ ン補 充

療 法 は 有効 で あ る と考 え ら れ た 、．こ れ に よ り向精

キ辟病薬の投与量 を減量で き る 可能性が 示唆 さ れた．

　［目 的］我 々 は ヌ
ー

ドマ ウ ス を場 い た 実験 で 抗腫

瘍 活 性 を有する Korean　red 　ginseng （RG ） が

chemoprevention の 見地 か ら 注 H され て い る 副

腎 由来 androgen （DHEA ） と 比 較 し て 、　DHEA

に 勝 る 抗 腫 瘍 活 性 を 示 し 　chem 。preventive
agent と して の 可能性 の あ る こ と を 報 告 し た 。

DHEA は 免疫賦活作 用 の み な ら ず抗 ス ト レ ス 作

川 も 有 し、血 rr
．
1ス ト レ ス マ

ー
カ
ー

と し て も注 目 さ

れ て い る。そ こ で 臨床 の 場 で RG が 同様 の 作 用を

有す る か 調 べ る 目 的 で 卵 巣癌術後化学 療 法施行患

者 （A 群〉、及び 頁年期障害患 者 （B 群） で の 効

果 に つ い て 検討 し た。［方 法
「

1）A 群 （6 例） に

CAP 療 法施行直後か ら RG （6g／ 日） を 3 週 IAi
投 与し た。末 梢 ll1L中 の NK 活性、及 び ACTH 、

C 〔〕rtisoL 　 DHEA ・S の 変動 を調 べ た 。ま た 、　 CMI 、

＄TAI に よ る 心身 医 学 的 検 討 を 加 えた 。2）B 群 （7
例） に RG （6g／ 囗） を 30 「「醐 投与 し、自党 症

状 改 善度 、及 び CMI 、　 STAI に よ り治 療効果 を 判

定 し た。血 中 ACTH 、　 C 〔｝rtisol 、　 DHEA −S、及 び

β　・endorphin の 変 動 を 調 べ た。［結 果 ］ 1）A 群 ；

NK 活 性 の 著明増強 （p くO．05）を認 め た n　C ］L’1（M −R 、

1 項 目）、及び STAt （A −state ）の 著明 改善 （p く 0．01）

を 認 め た 。cortisol／ DHEA −s （c1D ） 比 の 減 少

傾 lbJを 認 め た。2）B 群 ；SMi 、　 CMI （M −R 、1項

1
．
D 、及 び STAI 〔A −state ） の 著明 改 善 （p く O，Ol）

を 認 め た 。 C！D 比 、β一endorphin の 著 明 減少

（p く 0，05 ） を認 め た 。［結 論］ RG は 臨 床 の 場に

お い て 著 明 な免疫賦活作用 と打
1

匸ス ト レ ス 作用 を有

す る こ とが 示 さ れ ，さ ら に chemopreventive

agent の 可能性も 示 唆 さ れ る こ と か ら 産 婦 入科に

お い て 卵巣癌 術 後 化学療法 の み な ら ず 更 年期障 害

の 治療に も有 用 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。
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